
　リスクマネジメント体制に関する諸規定を制定し、広範なリスクを多岐にわたる視点から大分類し、それぞれの分

類されたリスク毎に主管部署を設置しています。さらに、この主管部署がより具体的なリスクを洗い出し、対応をす

ることとしています。このリスクマネジメント体制の運用においては、特に、重要な情報が効率よく主管部署に集約

されるように努めています。加えて全社的にこのリスクマネジメント体制の運用についての情報の共有化と検証を図

るため、社長を委員長とし、各主管部署を中心として構成されるリスクマネジメント委員会を設置しています。この

リスクマネジメント委員会は、リスクマネジメント統括組織として定時開催され、全社的な基本方針決定や管理運営

状況の把握と改善等の検討を行っています。また、アルバックにおけるかかる取り組みは、アルバックグループ会社

においても、その規模や業態に応じた形で導入しています。

複雑多様化するリスク要因に対して適切な対応をとることが、各種法令の要請の充足や内部統制体制の確立につながるガ
バナンス体制の構築、ひいては中長期的企業価値の向上につながるものと考えています。そこで、各リスク要因に対し、識
別・分類・分析・評価を通じて適切な対応ができる体制の拡充を図っており、経営戦略に反映させることでより一層の企業
価値向上に努めています。
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● リスク毎に主管部署を設定し、PDCAによるリスクマネジメントを行っています。

● グループ会社においては、各社の規模等を勘案して、リスクマネジメント委員会の設置を判断しています。

リスク
主管部署

リスク
主管部署

リスク
主管部署

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性がある主要なリスクを以下のように定め、経
営会議等の意思決定機関における議論を通じてこれらのリスクを低減し、機会として活かすための対応を検討しています。

　アルバックグループは、特に半導体及び電子部品、FPD等の製造工程で使われる真空装置の分野において、独自技術

の開発を行い市場に投入しています。この分野におけるシェアを獲得し、成長してまいりましたが、顧客である半導体

及び電子部品メーカー、FPDメーカーの市況変化による設備投資の大幅な縮小や顧客の財務状況の悪化が発生した場合

には、アルバックグループの経営成績や財政状態に悪影響が及ぶ可能性があります。

　アルバックグループは、2024年６月期を初年度とする中期経営計画において、「真空技術による社会的価値創造」と「利

益・資本効率重視の経営」の２つの基本方針を定めております。この２つの方針のもと、市場変動の中でも生産性向上

による利益率の改善を図り、成長領域における開発に集中することで、持続的成長を実現してまいります。また、幅広

い分野で使用される多様な製品により、特に半導体や電子部品の分野における収益の安定基盤を築き、市場変動への対

応力を高めております。
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　アルバックグループは、積極的な研究開発投資を継続して行うことにより、最先端技術を使用した新製品を市場に投

入し続けてまいりました。しかしながら、開発の著しい遅延を余儀なくされ、新製品の市場への投入の遅れが生じた場

合、アルバックグループの経営成績や財政状態に悪影響が及ぶ可能性があります。

　成長のために必要な開発について、投資の選択と集中によりスピードアップを図るとともに、定期的なモニタリング

を実施して著しい遅延が生じないよう、その進捗を管理しております。

　アルバックグループは、グローバルに事業を展開し、世界各国・各地域の顧客に向けて製品を提供しております。しかし、

競合他社もグローバルに展開しており、新規参入もある競争環境の中で、製品の性能のみならず価格面での競争も激化し

ております。このような競争環境により、アルバックグループの経営成績や財政状態に悪影響が及ぶ可能性があります。

　アルバックグループは、顧客の製造工程で必要とされる製品に対して、最先端技術を用いた製品を適時に投入するこ

とで、競争力を維持し、競争環境に対応してまいります。

　アルバックグループがグローバルな事業環境の中で成長を続けるために、人財の確保は最も重要なことと位置付けて

おります。事業の成長に必要な人財を確保し続けることができない場合、競争力の低下を招くこととなり、アルバック

グループの経営成績や財政状態に悪影響が及ぶ可能性があります。

　アルバックグループは、人材を「人財」として捉え、多様な人財が挑戦し続ける場の創出に努めています。人財の採

用・育成を推進し、多様な人財が心身ともに健康で活気に満ち、個人の能力が最大限に発揮できるように、健康経営等

を通して推進することで働く環境を整え、必要な人財を確保しております。
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